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採取場所 汲淀資料 測定値 測定番号 文献 備考
および測定者 〈資科採取者〉
仁賀保町釜ヶ 木片（杉0）埋も 2730±l　OO　B．P． Gaκ一6587 加藤 ＜熊谷天治・
台 れ木） 木越邦彦 （1977） 加藤万太郎＞
象澱町船岡 泥流中の木片 2570±l　OO　B．P． GaK－6588 加藤 〈加藤万太郎＞
木越邦彦 （1977）
仁賀保町冬師 泥炭層中のノト枝 2760±140B．P． GaK－9308 大沢ら
扇谷池溜池 木越邦彦 （1982）
同．L 泥流堆積物中の 2990±100B．P． GaK－g309 大沢ら
杉の大木の外側 木越邦彦 （1982）
象潟町　横岡 泥流堆積物中の 3940±150B．P． GaK－9310 大沢ら
巨木の根 木越邦彦 （1982）
仁賀保町前川 表皮のある杉の 3250±150B．P． G洲一9311 大沢ら
木片 木越邦彦 （1982）
象潟町．ヒ狐森 泥流唯積物中に 2430±l　lO　B．P． GaK－9312 大沢ら
含まれる径2㎝ 木越邦彦 （1982）
長さ30㎝の小枝
象潟町1丁目 埋もれ木（表皮 2640±65B．1、． N一一4743 角冊 〈角田清美〉







































































































































































































































































































































































































































































岩千山からの方向 S SE E NE N
地　　域　　名 小岩井一雫石 厨川一青山町 滝沢一一本木 大更一山子沢 柏台一上寄木
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発牛時代 火山名 岩屑流の名称 文 献
1888年 磐梯山 裏磐梯岩屑流 関谷・菊池． 1888
1792年 雲仙眉山 眉山岩屑流 片山、 1974
l1l1年1（llll．1．） 渡島大島 西山泥流 勝井・佐藤1 1970
1640年 北海道駒ヶ岳 クルミ沢泥流 北海道防災会議． 1975
888年 八ヶ岳 大月川岩屑流 河内、 1983
1360B．P． 磐梯山 琵琶沢泥流 小元， 1982
2300－2600B．P． 富士山 御殿場泥流 町田， 1977
2600－2700B．P． 烏海山 象潟岩屑流 加藤， 1977．他
2800B，P． 妙高山 杉野沢岩屑流 早津． 1985
lOOO－4000B．P． 開聞岳 中村， 1975
4400B．P． 白　山 大白川岩屑流 守屋． 1987
数千年前 那須11」 観音川岩屑流 岩崎ら． 1984
7800B．P． 妙高山 田口岩屑流 早津、 1985
7000－8000B．P． 有珠山 善光寺泥流 北海道防災会議， 1973
6000－OO00　B．P． 黒姫山 駒爪岩屑流 早津、 1985
5000－lOO00　B．P． 岩手山 五百森泥流 橘、 1972
につながる事実を見つけ出す必要がある．特に一つの火山でいくつかの岩屑流を発生させた
火山について，各々の特徴とその発生年代をつかみ，各火山の比較を行うことは発生予測の
手掛りをつかむ上で有効である．
　岩屑流が発生した場合に，大きな被害が予想される火山をあげると，先ず第一に首都圏に
近く太平洋ベルト地帯に属し交通の幹線の多くが山麓を通過する富士山があげられる．そこ
で発生した場合に予想される被害・杜会的影響はきわめて大きい．大きい都市に近い火山と
しては盛岡市に近い岩手山，弘前市に近い岩木山などがある．また，周辺の観光開発が進ん
でいる浅問山，那須山，焼岳，八ヶ岳，磐梯山等で発生した場合もその被害は大きい．それ
以外の火山で発生した場合も大きな被害が生じることは言うまでもない．特に駒ヶ岳，鳥海
山，桜島などで発生すると大きな津波が予想されるため，離れた地域でも警戒が必要である．
これらの火山については，予知のための研究を進めると同時に，もし発生した場合の被害予
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測を立てその対策を検討しておくことが被害を少な一くするうえできわめて重要だと考えられ
る．
さいごに
　この報告の各章・各項目はそれぞれ書いた時期が異なる．そのため，後から公表された論
文，報告がほかの章を書いているうちに出されることもしばしばあった．新しい内容につい
てはできるかぎり加筆したが全体にわたって書き直すことは出来なかった．そのため記述に
一貫性が欠ける点が若干あることをお断わりしておく．
　この報告を書くにあたっては，第三研究部長の大八木規夫博士から全面的な助言を頂いた．
清水文健主任研究官には文献を多数提供頂いた．また私の所属していた降雨実験室の諸氏か
らは多くの励ましをいただいた．また引用した図表等は多くの研究者の方々から直接貴重な
資料を提供していただいた．国立防災科学技術センター所長の高橋博博士からはこのテーマ
で報告をまとめるよう助言を頂いた．以上の方々に感謝申し上げます．
引　用　文　献
　第1章まえがき
1）早津賢二（1978）：妙高火山の形成史と泥流，地理，VoL23，68－77．
2）Inokuchi，T、（1985）：The　Ontake　rock　slide　and　debris　ava1anche　caused　by　the　Naganoken－seibu
　earthquake，1984，Proc．IVth　Intemationa1Conference　and　Field　Workshop　on　Landslide1985，
　Tokyo，329－338．
3）水谷武司・森脇　寛・井口　隆（1982）：1981年8月台風第15号による長野県須坂土石流災害調査報告．国
　立防災科学技術センター主要災害調査報告第19号，54p．
4）守屋以智雄（1979）：日本の第四紀火山の地形発達と分類．地理学評論，VoL52，479－501．
5）守尾以智雄（1983）：日本の火山地形．東京大学出版会，135p．
6）Si．b。。t，L、（1984）1L・・g…1…i・d・b・i・…1…h・・：・h・…t・・i・ti…f・・・・・・・…，d・p・・it・…d
　associated　eruptions．ノo〃グγo1ω〃〇五G召o肋〃肌R召∫一、Vo1，22，163－197．
7）Ui，T．（1983）：Vo1canic　dry　ava1anche　deposits－identification　and　comparison　with　nonvolcanic
　debris　stream　deposits．力舳γo肋η〇五αo伽舳．肋∫．，Vo1．18，135－150．
8）Ui，T．，Yamamoto，H，and　Suzuki－Kamata，K．（1986）：Characterization　of　debris　ava1anche　deposits
　in　Japan．ノb〃グγoκ伽oムGθo肋θγ舳．Rθ∫．，VoL29，231－243．
　第2章磐梯　山
1）Furuya，T．（1965）：The　topography　of　the　bases　of　the　Bandai　and　Nekoma　vo1canoes，Sci．Rep．
　Tohoku　Univ，Geogr．Vo1．14，87－100．
2）堀江正治（1953）：猪苗代湖沿岸地域の二，三の地形学的問題．地理学評論，VoL26，550－562．
3）河野義礼（1963）1吾妻・安達太良・磐梯及び猫魔火山の地質見学案内書．資料一磐梯・吾妻・安達太良，
　福島県企画開発部観光課，9－41．
4）丸田英明（1968）：裏磐梯泥流に関する若干の考察．地理学評論，Vol．41，465－469．
5）水野裕（1958）：翁島泥流の地形一特に流れ山について一．東北地理，VoL11，22－24．
6）守屋以智雄（1979）：日本の第四紀火山の地形発達と分類．地理学評論，Vo1．52，479－501．
7）守屋以智雄（1980）：“磐梯式噴火”とその地形．西村嘉助記念論文集，214－219．
8）守屋以智雄（1985）磐梯山1888隼の噴火　大崩壊　地質と調査，No2，1－8
一272一
日本における火山体の山体崩壊と岩屑流　　井口
9）Nakamura，Y．（ユ978）：Geo1ogy　and　petro1ogy　of　Bandai　and　Nekoma　volcanoes．Fac．Sci．Tohoku
　　Univ．，Ser．III，Vo1．14，No．1，67－119．
10）中村洋一・青木謙一郎（1980）：磐梯山，月刊地球，Vo1．2，Nα6，430－434．
11）中村嘉男（1982）：翁島泥流丘陵における谷底面高度並びに斜面形について．福島大学特定研究報告，Nα
　　3，　65－72．
12）小元久仁夫（1982）：猪苗代湖盆の第四紀層の’4C年代測定．福島大学特定研究報告，No3，81－89．
13）佐藤留太郎・大野栄寿・佐藤一大・諏訪　彰（1961）：1954年春の磐梯山のU」くずれ．福島県の治山，福島
　　県農地林務部治山課，75－78．
14）関谷清景・菊地　安（！888）：磐梯山大破裂実況取調報告書．文部省，明治21年9月27日付官報．
！5）Sekiya，S．and　Kikuchi，Y．（1890）二The　eruption　of　Bandai－san、ノo〃グCo〃∫た．1榊ρ．σ〃ひ．，VoL3．
　　91－172．
16）鈴木敬治（1964）：福島県の地質図幅（会津地方）説明書．福島県，57p．
17）鈴木敬治・真鍋健一・吉田　義（1980）：猪苗代湖周辺の第四紀と猪苗代盆地の構造．福島大学特定研究報
　　告，NQ1，3－20．
18）鈴木敬治・竹内貞子・制野敦子（1982）：猪苗代湖南部地域における段丘構成層．福島大学特定研究報告，
　　No　3，　13－32．
19）鈴木敬治・真鍋健一・吉田　義・中村喜男・中馬教允（1982）1猪苗代湖の自然に関する総合的研究要約．
　　福島大学特定研究報告，Nα3，219－220．
20）Tanabe，K．（1960）：Gemorphography　of　the　northem　ha1f　of　Inawashiro　basin　with　re1ation　to　the
　　changes　of　lake1evel．Sci．Rept．Tohoku　Univ．7th　Ser．No．9，67－80．
21）安田初雄（1951）：東北日本の火山泥流地域とその開発．地理評，Vol．24，297－302．
22）吉田　義・鈴木敬治（1981）：磐梯山南麓地域の第四系について．福島大学特定研究報告，Nα2，15－26．
23）宇井忠英（1984）：岩屑流と馬蹄形カルデラ概説．空中写真による日本の火山地形，東大出版会．138－139．
24）若生達夫（1971）：磐梯山明治噴火による地形一文献にもとづく問題の整理一．束北地理，Vo1．23，NQ1，
　　10－17．
25）八島隆一（1981）：磐梯山の火山活動史．福島大学特定研究報告，Nα2，27－32．
26）八島隆一・千葉茂樹（1982）：磐梯山の火］」活動史（II）．福島大学特定研究報告，Nσ3，91－101．
　　第3章鳥海　山
！）林信太郎（1984a）：鳥海火山の地質．岩石鉱物鉱床学会誌，Vo1．79，249－265．
2）加藤万太郎（1977）：鳥海山西北麓，象潟泥流の分布と形成年代について．秋田地学，Nα26，10－14．
3）加藤万太郎（1978）：秋田県の第四紀層の14C年代と象潟泥流について．秋田博物研究報告，Nα3，56－63．
4）加藤万太郎（1984）：鳥海山北麓，由利原の形成年代と火砕流について．地質学会第91年学術大会講演要
　　旨，p，384．
5）米地文夫（1972）：鳥海山の地形，鳥海山飛鳥，山県形県総合学術調査会，263－272．
6）水野裕（1962）：鳥海山麓の火山噴出物とその地形について．東北地理，Vo1，14，103－106．
7）守屋以智雄（1983）：日本の火山地形．東京大学出版会，135p，
8）村山　磐（1979）：鳥海山の火山噴出物と象潟の地形との関係．束北学院大学東北文化研究所紀要，Vol．
　　10，454－449．
9）大沢　膿・池辺　穣・荒川洋一・土谷信之・佐藤博之・垣見俊弘（1982）：象潟地域の地質．地域地質研究
　　報告（5万分の1図編）．地質調査所，73p．
10）Onuma，K．（1963）：Geology　and　petrology　of　Chokai　volcano，Northeastem　Japan．，Part　I∫o肌
　　ノψα〃λ∫∫oご．”加．月〃．，Eω〃．Gθoム，Vol．50，1－20．
11）大八木規夫・清水文健・井口　隆（1982）：地すべり地形分布図．「鳥海山」，「矢島」，防災科学技術研究資
　　料，Nα69．
12）柴橋敬一・今田　正（1972）：鳥海火山の地質と岩石．鳥海山飛鳥，山形県総合学術調査会，14－34．
13）辻村太郎・木内信蔵（1936）：火山泥流地形．科学，Vol．6，288－290，
14）宇井忠英（1972）：鳥海火山中腹の断層崖と山麓に分布する火砕岩の成因．鳥海山飛鳥，山形県総合学術調
　　査会，8－13．
15）宇井忠英・山本　浩（1983）：火山性ドライアバランシェの流速と到達時問の見積もり．第20回災害科学総
一273一
国立防災科学技術センター研究報告　第41号　1988年3月
　　合シンポジウム講演論文集，365－368．
16）宇井忠英・山本　浩（1984）：鳥海火山の象潟岩屑流堆積面．日本火山学会編「空中写真による日本の火山
　　地形」東海大学出版会，p．144．
　　第4章　岩手　山
1）土井宣夫・川上雄司・大石雅之（1983）：岩手山麓，柳沢軽石，五百森泥流の14C年代．岩手県立博物館研究
　　報告，Nα1，29－34．
2）土井宣夫（1986）：岩手火山，平笠ドライアバランシェ（約1万隼前）の微地形と流動方向．日本地質学会第
　　93年学術大会講演要旨，p．368．
3）井上克弘（1979b）：西岩手火山生出黒色火山灰の’4C年代．地球科学，Vo1．33，70－72．
4）井上克弘（1979c）北上川上流に発達する段丘の’4C隼代　　日本の第四紀の’4C隼代（132）地球科学，
　　Vol．33，Nα6，364－366．
5）河野義礼・上村不二夫（1964）：5万分の1地質図幅「八幡平」及び同説明書．地質調査所，36p，
6）国土庁（1973）：土地分類基本調査図「盛岡」．経済企画庁国土調査．
7）水野　裕（1960）：岩手火山周辺地域の地形発達．東北地理，Vo1．12，Nα3，71－76．
8）村山　磐（1973）：火山活動と地形．大明堂，308p．
9）中川久夫・石田琢二・佐藤二郎・松山　力・七崎修（1963）北上川上流沿岸の第四系及ひ地形　　北
　　上川流域の第四紀地史（1）．地質学雑誌，Vo1．69，163－171．
10）大上和良・土井宣夫（1978）北部北上低地帯の鮮新　更新両統の層序について　岩手大学工学部研究報
　　告，Vo1．31，63－79．
！1）大上和良・畑村政行・土井宣夫（1980）：北部北上低地帯の鮮新一更新両統の層序について（その2）．岩
　　手大学工学部研究報告，Vol．33，53－73．
12）Omma，K、（1962）：Petrology　and　petrochemistry　of　the　rock　from　Iwate　vo1cam，Northeastem
　　Japan．，岩鉱，Vo1．47，No．5，192－204．
！3）桜井広一郎（1903）：岩手火山地質調査報文．震災予防調査会報告，Vo1．44，5－62．
14）清水文健・大八木規夫・井口　隆（1984）：地すべり地形分布図．「八幡平」．防災科学技術研究資料，Nα85．
15）高橋維一部（1962）：松尾硫黄硫化鉱鉱山の地質鉱床及び母岩の変質に関する研究．岩手大学工学部報告，
　　Vo1．15，別冊．
16）橘行一（1970）：岩手県玉山村の第四紀溶結凝灰岩層（その2）一特に噴出時期に関して．岩手大学教育
　　学部研究年報，Vo1．30，101－109．
17）橘　行一（1973）：東八幡平，柏台東部の丘陵地の火山泥流．岩手大学教育学部研究年報，Vol．33，118－126．
18）橘　行一（1975）：岩手火山噴火で生じたいわゆる「五百森」と火山泥流．地学研究，Vo1．26，114－116．
19）橘　行」（1978）：「岩手森」・「五百森」の多くの流れ山を生じた岩手火山の縄文期の噴火活動と泥流．
　　岩手大学教育学部研究年報，Vol．38，63－90．
　　第5章全体のまとめ
1）早津賢二（1978）：妙高火山の形成史と泥流．地理，Vol．23，68－77．
2）早津賢二（1985）：妙高火山群一その地質と活動史．第一法規，346p．
3）井口　隆（1986）：崩壊土砂の運動に関する実験．第25回地すべり学会研究発表講演集，142－145．
4）町田　洋（1977）：火山灰は語る．蒼樹書房，324p．
5）三村弘二・河内晋平・藤木丑雄・種市瑞穂・日向忠彦・市川重徳・小泉光昭（1982）：自然残留磁気からみ
　　た韮崎岩屑流と流れ山．地質学雑誌，Vo1．88，653－663．
6）守屋以智雄（1979）：日本の第四紀火山の地形発達と分類．地理学評論，Vol．52，479－501．
7）守屋以智雄（1980）：“磐梯式噴火”とその地形．西村嘉助記念論文集，214－219．
8）関谷清景・菊池　安（1888）：磐梯山大破裂実況取調報告書．文部省，明治21年9月27日付官報．
9）Siebert，L．（1984）：Large　vo1canic　debris　avalanches：characteristics　of　source　area，deposits，and
　　associated　eruptions．ノb〃κ吻／6伽oムGθo肋〃〃z．Rθ∫．、VoL22，163－197．
1O）Siebert，L・G1icken，H．・宇井忠英（1986）1ベズイミアニ及び磐梯型噴火とその火山災害．日本火山学
　　会講演予稿集1986年秋季大会，日本火山学会，p．41．
11）Ui，T．（1983）：Volcanic　dry　ava1anche　deposits－identification　and　comparison　with　nonvo1canic
一274一
日本における火山体の山体崩壊と岩屑流　　井口
　　　debris　stream　deposits．ノo舳レアo／6伽o／．Gθo肋〃肋．肋∫．，Vo1．18，135－150．
12）Ui（！985）：Debris　Avalanche　Deposits　Associated　with　Vo1canic　Activity．Proc．IVth　Intemationa1
　　　Conference　and　Field　Workshop　on　Lands1ideユ985，Tokyo，405－410．
13）Ui，T．，Yamatmoto，H．and　Suzuki・Kamata，K、（ユ986）：Characterization　of　debris　avalanche　deposits
　　　in　Japan．ノo〃γ．γo／6α〃o／．Gθo肋〃榊．Rθ∫、，Vo129，231－243．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1987年11月30日　原稿受理）
275
